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平素は新小岩駅北口地区のまちづくりにご理解を賜り誠にありがとうございます。 

平成 29年 2月 9日（木）、葛飾区の主催による「新小岩駅北口地区第４回街づくり勉強会」

を開催しました。新小岩地区センターに 8 名の権利者の方々にお集まりいただきました。その

概要を報告いたします。 

 

 

 新小岩駅北口地区のまちづくりのポイントとして、基盤整備、防災、活性化・賑わい、土地の

高度利用等の 4 つの分野について具体的に検討していくことや、まちづくりの実現化には地区

計画・市街地再開発事業等の手法が考えられることを紹介しました。 

 

 

新小岩駅北口地区の将来イメージについて意見交換するための素材として、下記の将来イメ

ージ（案）と考え方、イメージ写真等について紹介しました。 

■将来イメージ（案）の 3つの考え方 

 駅前広場・道路等の公共施設の考え方 

 大学通り、駅前広場は歩行者が中心の公共空間とする。現工事ヤード跡地には車の転回スペース
を配置する。駅前広場から新小岩公園までの歩行者動線を確保する。 

 建物・用途の考え方 

 平和橋通り・蔵前橋通り沿道は建物の高度利用を図り多様な都市機能を誘導する。駅前広場周辺
は建物の高度利用を図り駅前の活性化につながる商業・業務等を導入する。大学が立地する街区

は大学との連携・共存を念頭にまちづくりを進める。 

 合意形成の方向性 

 個別の建替えあるいは共同化を検討する。 

 

 

 

 

 

 

新小岩駅北口地区街づくり勉強会ニュース 
 

＜編集・発行 葛飾区都市整備部街づくり推進課＞ 

これまでの勉強会におけるポイントについて 

新小岩駅北口地区の将来イメージ（案）について 



■イメージ写真の一例 

歩行者が中心の駅前広場 歩行者が中心の道路空間・賑わいのつくり方 

【ＪＲ御徒町駅 南口歩行者駅前広場】 

 

 

 

 

 

 

 

○多くの人に開かれた公共的な空間を確保 

○御徒町駅南口歩行者駅前広場 約 1,670㎡ 

【自由が丘】 

 

 

 

 

 

 

 

○賑わいと落ち着きの両要素を併せ持った街並み 

形成を誘導 

○道路幅員 約４ｍ、壁面後退１．５ｍ 

 

 

前述の内容についてコンサルタントから説明し、その後権利者の皆さまと意見交換を行いま

した。主な内容は以下のとおりです。 

■駅前に必要な用途・機能について 

 活性化するためには、ネームバリューのある店舗が
必要ではないか。 

 保育所といった子育て支援施設等も入るといい。 

 防災面の対策も必要である。 

■街づくり勉強会の進め方について 

 昔は、この地域に居住し営業している地元権利者が
多かったが、今はこの地域に住んでいる人が少なくなり、権利者の皆さんに地元の街づ

くり計画の話が伝わっていないというのが問題である。 

 これから 20年先のことについて皆さんと考えていきたいと思っている。新小岩駅北口

地区のまちづくりはこれからだと思う。 

 街づくり勉強会には参加したくないが情報はほしいという人が多いと思う。意見を言わ
なくても良いから話を聞きに参加してほしいと思う。 

 過去にも何回か開発の話はあったが、いつの間にか消えてしまった。権利
者が参加したくなるような、魅力的な夢のあるビジョンをつくってほしい。 

 計画案については勉強会に参加していない方の土地も含めて検討し「高層
ビルを建て低層部を店舗とし、こういう条件ならばできる」という示し方

もあると思う。 

 

 

 

 

 

 

葛飾区都市整備部街づくり推進課 新小岩駅周辺開発担当係（川崎、三山） 

〒124-8555 東京都葛飾区立石 5-13-1 

TEL：03-3695-1111（代表） 内線 3452 

お問合せはこちらまで 

第 4回 街づくり勉強会におけるご意見について 

［作業機関 ㈱ＵＲリンケージ］ 

意見交換の様子 
次回 街づくり勉強会の予定について 

次回は、5月頃の開催を予定しています。 


